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(第一) / (第二) / (第三) E 
図B-4
A CB → A、BCC → A、B、 CCD
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点の移動を図る必要があるということである。
どのようなかたちで学習者の学びを保障するか
については，現在も研究を継続している。
く主要関連業績(3)>学習者のテクスト表現過
程を支える21世紀のパラダイム，単著， 1999 
年，全国大学国語教育学会「国語科教育」第
46集) 8頁-9頁。表現学習における学習者
のテクスト生成過程の追究，単著)2001年，
井上一郎編 f国語科の実践構想、1東洋館出版
社)146頁-170頁。考えて書くために読むこ
との学習をどう転換するか，単著)2009年，
日本湿語教育学会「月刊国語教育研究」第
446号) 4頁-9頁。国語科教育におけるテ
クストと考えることの関係の再定位，単著，
2016年，日本読書学会「読書科学J第58巻第
3号(通巻229号))157-169頁。
以上の 3つの研究領域で述べた「転回」は，
それぞれの学問的背景における原理的転換に支
えられると同時に，学習者論的視野を実質化し
ようとして一つ一つ学習者の側に力点を移そう
としたものである。この私の研究と軌をーにす
るかたちで、行ってきた他の研究事例についても
以下に簡単な紹介をしておきたい。
5. 1)テラシ-教育論の課題から
一つは，ものの考え方，生き方，社会の有り
様等々の原理的モデルを提供している「言語j
自体(本質・特性・様相・作用・機能)への学
習者の自覚をどう促すかという課題である。こ
の課題については， r言語批評意識」という用語
を提案して，所見を述べた。これは私の造語で
あるが，定義は， 1-歴史的社会的状況の中で、自己
を意味づけようとする主体的行為の一様態で，
自らの使用言語に内省的-批判的にかかわるこ
とで言語及び言語生活をよりよいものにしてい
こうとする意識または意欲Jである(リテラシ
ー教育における言語批評意識の形成，単著，
2003年，自本教育学会「教育学研究j第70巻第
4号)484-497頁)0 
もう一つは，メディア革命がテクストの生成
過程や消費過程を激変させ，新たなリテラシー
状況を生んでおり，こうした 21世紀に生きる
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学習者の「生活者としての基礎力jをどう考え
るかという課題である。この大きな課題につい
ては，読書科学の立場で「研究の現在Jを確認
する作業を進めている。とくに，近代的な読書
空間からネットワーク化されデジタル化された
読書空間へと移行することで生じている「不読
者J問題を中心に，現代の読書における読者の
情緒的側面での実態にアプローチしている。(読
書はなぜ「学力Jを育てるのか，単著， 2002年，
日本国語教育学会「月刊国語教育研究J第363
号， 4真-9真。読む技術一成熟した読書人を
目指して単著， 2014年，創元社， 224頁。
読書の現在，単著， 2016年， r情報の科学と技
術J66巻10号， 508-512頁。)
6.おわりに
特別講演としていただいたこの時間の最後に，
教育学域での思い出として，この(国際会議室
の)壇上にあるペスタロッチのライフマスクの
教育学域への寄贈について触れたいo 4年ほど
前，私が学域代表を務めていた折に小西家から
寄贈の申し出があり，ペスタロッチ研究の権威
である本学の福間弘名誉教授や芸術学系の先生
方のご尽力で，毎年のペスタロッチ祭でこのラ
イフマスクの輝きに接する機会が訪れる。
この輝きがこれからもこのペスタロッチ祭や
教育学の研究を進めておられる皆様をいつまで
も支えてくれることを願って，これまでのお礼
といたします。
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